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9−9　　 妊婦抗 リ ン 脂質抗体ス ク リーニ ン グ と産科異常 に 関する前方視的研究
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【目的1抗 リ ン 脂質抗体 （APL）は，流死 産，早産，妊娠中毒症，　 IUGR などの 産科異常と関連す るこ とが知 られて い る．しか し

本邦妊 婦に おける各種 APL の 陽性頻度， 臨床的意義 につ い て は未だ 十分に検討されて い ない ．各種 APL の 陽 性 頻度 と産 科異常
（早産， 妊娠中毒症 ，

IUGR ）との 関連を明 らか にする こ とを目的に前方視的検討を実施 した．【方法】対象は，平成14年1月以降現
在 まで 当院を受診 し，初期採血 時 （妊娠8〜14週）に APL 測定の 同意が得られ た424妊婦．血 栓や 死産の 既 往歴が あ る場合に は，
低用量ア ス ピ リ ン を基本に した抗凝固療法を実施 した．APL と して，抗 カ ル ジオ リピ ン抗体 （aCL ）IgG，1重M ，　IgA ，抗プロ トロ

ン ビ ン／フ ォ ス フ ァ チ ジル セ リ ン抗体 （aPT ／PS）IgG，　lgM ， お よび ル ープス ア ンチ コ ア グ ラ ン ト （LAC ）牽測定した．各抗体価
（U／ml ）の 陽性判定基準は ＋ 5SD に設定した．【成績】全424妊婦 における APL 陽性率は3．8％ で あ っ た．　APL 別頻度として は ，

aCLIgG 　1．9％，　aCHgM 　O％，　aCLIgA 　O．5％，　aPT ／PSIgG　O24％，　aPT ／PSIgM 　2．4％，
　LAC 　O，5％ で あ り，

　aPT ／PSIgM 陽性率が最
も高かっ た．aCLIgG とLAC の 重複陽性者が2例あり，他は aCLIgG 単独陽性者5例，　 aPT ．〆PSIgM 単独陽性者が9例 で あ っ た．分

娩 が 終 了 した 176例 を対象 に した解析で は ， APL 陽性率は4．0％で あっ た、　APL 陽性群と陰性群間で産科異常発症率を比較する と，

早産 （57．1％vs．14．8％），妊娠中毒症 （gestosis　index≧ 2）（2＆6％vs．10．5％），IUGR （0％vs ，9．4％）で あり，
　APL 陽性群 で早産率が

有 意 （p＜0．01）に高か っ た．【結論】妊婦抗 リ ン脂質抗体 ス ク リーニ ン グによっ て 各種 APL 陽性率が 明らか となっ た．本邦妊婦で
は aPT ／PSIgM 陽性率が最も高い こ とが 判明 した．前方視検討 に よ り， APL 陽性 群 で は早産 リス ク が高い こ とが 明らか に なっ た．

9−10　 不育症患者に お ける 自己抗体を介 した プ ロ テ イ ン C，プ ロ テ イ ン S 欠乏症 の 検討
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【目的】不育症 の risk　factorに は ， 妊娠初期流産 に 関係す る もの と，妊娠中，後期の 子宮内胎 児死 亡 に 関係す る もの が あ る．
初期流 産 に 関係 す る もの で は

， キ ニ ノ ーゲ ン を認識す る抗 フ ォ ス フ ァ チ ジル エ タ ノール ア ミ ン （PE）抗体 と，第 XH 因子欠
乏 症の 頻度が高い ．キニ ノーゲ ン とas　

’
Xll因子はカ リ ク レ イ ン ーキ ニ ン 系の 蛋白で あ り，第 XH 因 子欠 乏症 も自己抗体 を介 し

て い る事が 報 告 され て い る た め
， 自己 抗体を介した カ リク レ イ ン

ー
キニ ン系の破綻 は ， 妊娠初期流産の risk　factorで ある と ま

とめ る事がで きる．一
方，妊娠中，後期の 于宮内胎児死 亡 の risk　factorに は

， 抗 カ ル ジ オ リ ピ ン （CL）抗体 ， プロ テ イ ン S
（PS）欠乏症， プ ロ テ イ ン C （PC）欠乏症 第 V 因子 Leiden　mutation などが あ る．抗 CL 抗体は PC を認 識する とい う報告
もあり，PC の 機能障害に よる病原性が 示唆されて い る．従っ て，妊 娠中，後期 の 子宮内胎児死 亡 は ， トロ ン ボモ ジュ リ ンーPC−PS −rg　V 因 子系 の 破綻 で あるとまとめ る こ とが で きる．不育症患者 にお い て，軽度の PC お よ び PS 欠乏症 を し ば しは経験す
る が，今回我 々 は，その 自己抗 体 との 関係 を検討した．【方法】PC お よ び PS 欠乏不育症患者よ り，イン フ ォ ーム ドコ ン セ ン

トの もとで血清を採取 し，こ れらの 蛋白に対する自己抗体の 存在を ELISA を用い て 検討した．【成績】ELISA 上 で 抗 PC 抗体 ，

抗 PS 抗体 1
’
gG，　lgM の 存在 を確認 し，用 量依存曲線 が得られ た．［結論1こ れらの 自己抗体は ， 新た な不育症 の risk　factorで あ

る可能性もあり，　　　　　　　　 さ らに 検討中で ある．

9−11　　習慣性流産 ・不 育症 妊 婦 に対する ヘ パ リ ン療法に よる骨代謝の 変化 ：正常妊婦 と の 比較
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【目的】抗リン 脂質抗体症候 群 な どの 習慣性流産 ・
不育症 に対す る抗凝 固療法と して，ヘ パ リ ン 療法が 施行 される が ， そ れ に

よ る骨量低下 の 危険性 も推測 さ れ て い る．しか し妊娠中の ヘ パ リ ン 投与 に よ る骨代謝 の 変化 に 関して は 不明 な 点が 多 い ．今
風 私達 はヘ パ リ ン 投与妊婦の骨代謝マ

ーカ ∴ と骨量の 変 化 を検討 した．【方 法】妊 娠初期 よ りヘ パ リ ン 療法を施行 した習慣性
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